
◆発明概要と利点

発明者らは既存のペプチドを改良し、混合でも融合体の形成でも細胞内への

到達を叶える、利便性の高い細胞質到達ペプチドの開発に成功しました。

➢ 毒性なく高効率に細胞内への到達が可能（図１）

本発明ペプチドは従来品のペプチドと比べて22倍多く細胞内に届き、かつ
細胞毒性もほとんどありません。

➢ 血清存在下でも大きな分子を細胞内へ到達（図２）

本発明ペプチドと共に目的物を培地に添加（共添加）するだけで、中分子や
抗体も細胞内に届きます。

➢ In vivoデリバリーを実現（図３）

本発明ペプチドとの融合タンパク質や共投与されたタンパク質は、生体マウス
がん組織の細胞内に到達します。
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◆開発段階

• 共添加でも融合でも、

目的物を細胞質に送達可

• 高分子（抗体）の送達可

• In vivoでの利用

ライセンス契約を受けていただき 本発明の実用化を目指していただける企業様を求めます。

ペプチドなどの中分子や、抗体などの高分子までも送達可能な
「細胞質送達ペプチド」の開発に成功しました。

◆背景

細胞内にも創薬標的候補は多数存在していますが、その多くは低分子化合物

では薬効が期待できず、ペプチドなどの中分子や抗体などの高分子を細胞内へ

送達することが必要です。タンパク質のような大きな分子を細胞内へ送達する

技術はこれまでにもありましたが、細胞内への送達効率が低く、細胞毒性が高

いことが問題でした。
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図１．従来品との取込み量の比較
従来品と本発明ペプチドに蛍光色素を結

合し、培養培地に添加して細胞培養を行い
ました。本発明品を添加した培地で培養し
た細胞では、従来品に比べて22倍高い蛍光
値が検出されました。

図２．ペプチドの共添加に
よる抗体の取込み
培養細胞にEGFP融合タンパ

ク質を発現させた後に、本発
明ペプチドとマウス抗EGFP抗
体を培地に共添加しました。
固定後の細胞は、抗マウス
IgG-AF568で染色することが
でき、細胞内へ抗EGFP抗体が
送達されていることが確認さ
れました。
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図３．In vivoデリバリー
がんモデルマウスのがん組織に

核移行性GFPタンパク質の局所投
与を行い、24時間後のがん組織を
観察しました。①本ペプチドとの
融合GFP、あるいは②本ペプチド
と共投与を行ったGFPはがん組織
の細胞核に送達されていましたが
、③GFPのみの場合は全く送達さ
れませんでした。
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